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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

添付資料１ 

事 業 計 画 書 

事業種別  □ 課題解決事業  ☑ 提案型協働事業（継続団体のみ） 

事業名称 マイクロ・コモンズ・スチュワードシップ 

１地域貢献、２費用対効果 

解決を目指す地

域課題や社会的

課題 

世田谷区のみどりの保全・創出に寄与するために、市民自らが管理・利活用す

る小規模公有地（マイクロ・コモンズ）を、共同管理する制度（スチュワード

シップ）の創設を目指す。 

実施場所 世田谷区内の公有地内緑地部分 

期待される具体

的な区民・地域へ

の波及効果 

「世田谷みどり 33」は、量的目標としての認知にとどまっているように見え

る。が、本来は量・質・協働の三位一体の行政方針であり、質の維持向上と協

働を促進し、市民力をもってみどり／グリーンインフラの拡充を図る機運を醸

成する上で、本事業は具体的な方策を示すものである。 

成果目標 

共同管理制度の創設（マイクロ・コモンズ・スチュワードシップはあくまでも

コンセプトを示すものであって、制度の名称は別途検討する） 

新庁舎広場へのグリーンアップサイクル・プランター設置（みどり率１％向上） 

成果目標の測定

方法 

3タイプのマイクロ・コモンズ（以下MCと略記する）の実践例の中での検証

（参加者へのヒアリング）および広場へのプランター設置の方針化 

事業の対象者・予

定人数 

事業の対象者： みどりに関わる機会を求める一般区民・団体 

（予定人数： 制度創出を目指す事業のため回答不能） 

総事業費 １，５００，０００円 

補助金目標額 

（寄附目標金額） 
５００，０００円 （寄附目標金額： １，０００、０００円） 

寄附金上限設定

額 
（設定する場合入力）          円 

３新規性・創造性 

事業概要 

（200～250字程度に） 

本事業は、世田谷区市民提案型協働事業として、既に 2年間実施してきたもの

である。この 2年間は、MCを 3類型に分け、MC1： 公道（歩道）の植栽部

分／MC2： 小規模公園・緑地／MC3： 新庁舎の奥所庭園と広場 以上それぞ

れについて実践例の観察（MC1･2）企画（MC3）に勉めた。 

今後は、① 1・2年目の活動を継続する傍ら、② 具体的な制度設計に着手する

こととなる。また、③ グリーンアップサイクルについては、商店街等での実証

実験を試み、そのためにクラウドファンディングを行いたい。 

４実現可能性 

事業実施期間  令和 7年 7月 1日 ～ 令和 8年 3月 31日 

実施内容 

（いつ、だれが、何

をするのか等、実施

する内容を具体的に

ご記載くださ 

※補助金交付決定後、事業開始から終了までスケジュールをご記入ください。 

実施月 内  容 

7月 MC1･2 観察･調査／MC3 ワークショップ準備 

8月 MC3 屋上庭園ワークショップ 

9月 スチュワードシップ素案策定 

 3月 スチュワードシップ初年度案策定 
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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

トラブルへの対応 
（想定されるリスク

とその対処方法） 

コア・メンバー３名が常に情報共有し、トラブルが起きても直ちにリカバリー

できる体制で臨む（∴ 対外的連絡も常に 3名㏄で行うこととする）。 

５将来性 

今後の展開 
＊事業の発展や自

立に向けての目

標・考え方など 

最終的には、次年度（令和 8 年）に制度案を完成し、翌年から直ちに新制度の

下で、多くの「マイクロ・コモンズ」が誕生することを願ってやまない。 

そのためには、現行の「みどりと花いっぱい協定」等によってもたらされてい

る成果を、より多くの人々に広げていくとともに、新たな制度との整合をとる

必要があり、いろいろとクリアすべき課題がある。 

新庁舎広場へのプランター設置は、初年度からの目論見であり、課題としてし

っかり共有したい。みどり率向上施策をどん欲に追求してこそ、新庁舎が掲げ

る「みどりの拠点」（「世田谷区本庁舎等における区民利用・交流拠点施設事業

運営実施計画」に明記）たり得るというものではなかろうか。 

８・９ クラウドファンディング 

実施希望時期 

（最大３か月） 
 令和 7 年 9 月 1 日 ～ 令和 7 年 11 月 30 日 

寄附を募るター

ゲット層 
個人のみならず、環境意識の高い企業・団体にも広く訴求する。 

広報活動計画 
「せたがや生まれの【古着からできた】プランターでせたがやに緑を増やそう」

というメッセージを、SNS や SDGs 関連イベントなどの場を軸に訴求する。  

寄附目標額を達

成しなかった場

合の対応 

団体の自己資金で所用費用をまかなう。 

寄附目標額を超

えた場合の対応 
次年度以降の最終目標設置数＝200基を、実現するための原資とする（基金化）。 

その他 

その他 
＊提案する事業と団

体の特徴、専門性、

実績、提案、事業実

施に向けたアピー

ルなど 

担当者らは、団体設立時からの理念である「グリーンコミュニティ」（初年度シ

ンポジウムにおける基調講演のテーマ）のコンセプトを、最もよく知り・賛同

する者であること 

「古着から生まれたプランター」を具現化可能なノウハウ（グリーンアップサ

イクル）を熟知していること 
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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

【提案型協働事業のみ入力】８・９ 協働 

協働する必要性 

MCの実現の場は、公有地である公園緑地や庁舎施設であり、場の確保のため

にも仕組みづくりのためにも、区との協働は必須である。 

みどり政策課とは、世田谷みどり 33協働会議が〈世田谷落ち葉ひろいリレー〉

を協働事業として実施、令和 6年度は 10年目を迎えた。世田谷ポートランド

都市文化交流協会もまた、令和 3 年以来、〈世田谷落ち葉ひろいリレー〉を後

援しており、昨年は「落ち葉」のイベントと本協働事業とのコラボ企画も実現

した。これらは広義のグリーンインフラ拡充を目指すものであり、団体の掲げ

る活動目標とミッションの多くが共有されている。今後ともますます官民協働

で、同じ目標に向けて進んでいきたい。 

役割分担 

（提案団体） 

広く知見とプレイヤーを外部個人・団体・機関に求める活動を推進する。 

令和 7年は初年度以来のMC事例の蓄積・分析により、現実的で有用なスチュ

ワードシップ案作りに取り組む。 

昨年度の協働事

業の効果・実績 

MC事例の蓄積（区道はっけんどおり事例スタートアップ／世田谷駅花壇・北

烏山 5丁目広場等進展）／MC3ワークショップ（「世田谷落ち葉ひろいリレー

とのコラボ～李教授セミナーの組入れ」 以上による MC の再定義～制度策定

のための課題の明確化 

昨年度の事業内

容と比較して、新

しい点や工夫し

た点など 

新フェーズとして、スチュワードシップ制度の制度設計にとりかかる。 

協働事業を継続

する理由 

この事業の最終目的は、新たな制度の確立であり、それは「世田谷みどり 33」

への市民的な取組の一つの解となるものである。ここでやめてしまっては。意

味がない。是非続けさせてください。 

 

【提案型協働事業のみ 区事業担当課入力欄】 

区担当課名 みどり政策課／公園緑地課／庁舎管理担当課／都市計画課 

協働する必要性 

MC1～3を推進する上で、団体より区のコミットを求められた。 

「みどり」と、それを管理・利活用するための仕組みづくりという目的は、協

働する意義が大きい。「区民自治と協働・交流の拠点としての庁舎」を本庁舎等

整備の基本的な方針に挙げている庁舎管理担当課にとっても、ワークショップ

の開催や検討を本提案型協働事業で行うことは有意義である。また、ワークシ

ョップ内で区民から貴重な意見等をいただき、本庁舎等整備事業の推進にも活

かしている。 

今年からいよいよスチュワードシップ制度の検討に入る。都市計画課との検討

を、団体から強く求められている。 

役割分担 

（区担当課） 

みどり政策課： みどりと花いっぱい協定による団体支援（MC1）、世田谷落ち

葉ひろいリレーでのコラボなど 

公園緑地課： MC2事例（2箇所）での活動許可、管理・利活用のあり方相談 

庁舎管理担当課：庁舎管理担当課： 新庁舎屋上庭園のワークショップ共催、屋

上庭園および広場についての管理・利活用の検討 

都市計画課： スチュワードシップ制度をめぐる相談 
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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

将来の展開 

本事業の内容は、提案型協働事業としては成立しても、今後の課題解決事業の

枠組みには収まりにくいものかも知れない。このような仕組みづくりの協働な

どがテーマとなり得る支援制度も検討されてしかるべきかもしれない。 

  



［令和7年度市民活動支援事業　様式］

添付資料２　 ６資金計画

団体名 世田谷ホヺテョヱデ都市文化交流協会

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

0

提案型事業経費 500,000

キョビゟヱ寄付金 1,000,000 ＊支出欄積載根拠に【寄】と記載あるもの

1,500,000 ※事業計画書「総事業費」、【支出】合計と同額

内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）

人件費 ① ロヺキサュチフ運営等 100,000 ① @5.000×20人

[小　計] 100,000

報償費 ① 講師謝礼 40,000 ① ＠ 20,000×1人

② 制作費 100,000 ② @100,000×一式（アョシテヹヅゴアヱ）

③ 撮影費 55,000 ③ ＠ 27,500×2回（ロヺキサュチフ記録）

④ 編集制作費 60,000 ④ 30,000×2本（ロヺキサュチフ動画編集）

[小　計] 255,000

交通費

[小　計] 0

需用費 ① 苗木ヹ花苗ヹ種苗 50,000 ① MC1･2 花壇用一式

①⋯2 苗木 50,000 【寄】①⋯2 フョヱソヺ用苗木一式

② 培養土ヹ肥料 5,000 ② MC1･2 花壇用一式

③ 園芸用具 20,000 ③ ＭＣ1ヹ2 作業用一式

④ フョヱソヺ 500,000 ④ ギヨヺヱ゠チフコアキラフョヱソヺ試作一式

⑤ ケヒヺ 20,000 ⑤ 資料ケヒヺ一式

[小　計] 645,000

役務費

[小　計] 0

事業収支予算書

☆今回提案する事業に要する予算のみ（×団体の年間予算）を入力してください。

【収　入】

【支　出】

☆日常の運営経費（日常運営に要する人件費ヹ消耗品費、事務所賃借料、光熱水費等）は補助対象外です。
　　必ず、募集要領５．補助対象経費をご確認の上、ご作成ください。

他補助金

【収　入】　合　計

費　目

自己資金

区補助金

費　目

補
助
対
象
経
費

1 / 2 ページ



内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）費　目

委託料 ① フョヱソヺ設計 450,000 ① ギヨヺヱ゠チフコアキラフョヱソヺ試作一式

[小　計] 450,000

① 会場リヱソラ料 22,000 ① MC運営委員会等 @5,500×4回

② 宅配便ヹ郵送料 20,000 ② アプヱテ告知ヹPR用一式

[小　計] 42,000

その他 ① 資料代 8,000 ① 事業用参考資料一式

[小　計] 8,000

1,500,000 ※事業計画書「補助金要望額」と同額

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

0

1,500,000 ※事業計画書「総事業費」、【収入】「合計」と同額

☆必要に応じて、行を増やしてご作成ください。

【支　出】　合　計

使用料ヹ賃
借料

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
外
経
費

[補助対象経費　計]

費　目

[補助対象外経費　計]

2 / 2 ページ
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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

 

添付資料３ ７実施体制 

団 体 の 概 要 

設立年月日 

（活動開始） 
2018年 6月 30日 

法人番号 

（該当団体のみ） 
 

団体の設立目的 

この会は、豊かな自然と社会インフラを目指す世田谷をモデル地域とし「全米一

住みやすいまち」と評されるオレゴン州ポートランドから持続可能なまちづくり

を学び、人的交流を深め、双方の都市文化を理解することで、モデル地域および

その周辺地域の都市文化を向上させることを目的とする。 

また、世田谷ならではの取り組み、地域文化や、セーフティネットの仕組みなど

をポートランド側にも発信することで、相互に良質な方向に影響を高めていくこ

とを目的とする。 

（規約第 3条） 

主な活動分野 

■研究 ポートランドをはじめとする都市文化研究 

■啓発 ワークショップやシンポジウムなどの開催 

■交流 産官学民間および日米間の人的交流 

■協働 広範な市民の参加や実践、議論の場の創出 

■提言 グリーンインフラ政策にかかわる提言など 

社員数・会員数
（うち世田谷区

在住） 

個人・法人会員総計 41人 （うち世田谷区在住 23人） 

会費 無 ・ 有 （ 年額・月額 個人 5,000円・法人 10,000円～） 

主な活動地域 世田谷区と周辺地域 

主な活動実績 

令和 2年 10月～：ポートランドまちづくりスクール開講（2期開催） 

令和 3年 7月：ドーン・ウチヤマ氏（ポートランド市環境サービス局長）の翌年 

        2月迄の日本滞在中、シンポジウム・見学会ほか交流を重ねる 

令和 7年 3月：スティーブ・ブルーム氏 特別講演会「ポートランド日本庭園で 

        レガシーを育む～進化の 20年を振り返る」於 成城ホール 

運営状況（直

近３年間） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

総収入 3,155,120円 2,788,732円 3,810,765円 

総支出 1,593,907円 722,911円 936,846円 

損 益 1,561,213円 2,065,721円 2,873,919円 

過去のクラウ

ドファンディ

ング活用実績 

無 ・ 有（サイト名：     、令和 年  月～  月実施、 

達成額   円／目標額   円） 

当年度の活動

予定 

 6月  年次総会 

11月～ 世田谷落ち葉ひろいリレー2025後援（世田谷観音会場イベント主催） 

 

＊ほかに教育プログラムおよびセミナー実施予定（随時） 
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団体名 世田谷ポートランド都市文化交流協会 

  

事業実現のた

めの体制（人
材、連携・協働

関係等） 

内部体制： 

会長・副会長・顧問を始め、会員に多くの学識経験者を有する。 

当該事業推進に必要な実務経験者を、コアメンバーに配置している。 

外部体制； 

区役所内 4課の伴走を得て実施する。 

MC事例の実践団体をはじめ、日頃より交流のある他団体・個人の協力を得る 

（例： MC3ワークショップでは（一社）街の木ものづくりネットワークと協働す

ることを申合せ済）。 



プレゼンテーション前 文書質問・回答

事業名： マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プ
団体名： 世传谷ポ�3ラン4估市文化交畣協会

Sy.1

質問
市民à公共用地�含öÔ疅ã管畔�全面的à委â�ý»ß制伵�目指ÌÛðÌ¹Ý思»Á�創設�
目指Î共佫管畔制伵ã具体的ß�メ�#àÙ¹Û¿教½ÄÕÊ¹�

回佖
¹Àß�制伵àÎ�Àä�本俇伵�協佩ã相手Ü·�庁侜各課Ý協議ã上�方向性�定öÔ¹Ý思
¹óÎ�

Sy.2

質問
��リ�ン
.プ ��ルàÙ¹Ûä�商店街何Üã実証実験�試ô�ÒãÔöà�ラ�4フ�ン2�ン
��行¹Ô¹�Ý·�Á�実施侜容ãÞÈã部分ÁÈ�à·Ô�ãÀ�実証実験äÞãý»à行»ã
À�¿教½ÄÕÊ¹�

回佖

実施侜容à追記ÎîÂÀ÷Ì�óÐ�Á�以下ãý»à考½óÎ�
採用後
7月～9月末
専門家ãプロ#��3,�ム�ÙÄÿ��プラン*�設計��プロ3*�プÚÄÿ��行»�·�ÐÛ実証実
験Üプラン*��設置ÌÛÄ��商店街何Ýã調整（＊）�行»�
（＊）具体的àä�侭子玉川商店街協疄店舗ã軒先�侭子玉川�リ
マネ#メン/Á運営管畔Î�空
間�現在�リ�ン
.プ ��ルã主旨à賛佫Ì古着回収�実施ÌÛ¹�駒澤大学ßÞã大学校侜ß
Þ�想定�（óÕ調整ä行ØÛ¹óÐ�）
10月t12月　�ラ�4フ�ン2�ン�実施
1月　　プラン*�製造
2月　　プラン*�設置

Sy.3

質問
�プラン*��ÝÌÛ50万円��プラン*�設計�ÝÌÛ45万円計上Ê�Û¹�Á�侜訳ä佫ÍÄ��リ�
ン
.プ ��ルプラン*�試作一式�ÝßØÛ¹��Þãý»ß費用Ü�侭Ùã項目ÁÞ»異ß�ã
À�¿教½ÄÕÊ¹�

回佖

�プラン*�設計�
公共空間à設置Î�ÈÝ�前提ÝÎ�プラン*�ãÔö耐久性ã·�プラン*��設計Î�必甮Á·
ÿÒãÔöà�建築�2!�ン�園芸ßÞã分野à長ÆÛ¹�専門家ù製作ãプロ�交½Ôプロ3*�
プÚÄÿ�行»�（7t9月）
�プラン*��
プロ3*�プ��ラ�4フ�ン2�ン�Ü提示Ì�集óØÔ金額à応ÍÛ予算à応ÍÔ初期ロ.3分�実
際à設置Î�プラン*��製作Î��（1月）
ÈãêÔÙã取組�óÝöÛ��リ�ン
.プ ��ルプラン*�試作一式�Ý記載ÌóÌÔ�

Sy.4

質問
全体的à専門用語Á多Äùù侫Ì¹Ôö�必ÏÌ÷専門知識�有Ìß¹一般区民Àþ÷広Ä畔解�
佺ùÎ¹ý»�過去２俇間ã¿取組実績ù成果ßÞ�分ÀÿùÎÄ¿教½ÄÕÊ¹�
改öÛ提案書�侃ô直ÌóÌÔÁ�耳慣�ß¹用語ä�マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プ�Ý��
リ�ン
.プ ��ル���リ�ン�ミュニ1��ã三ÙÀÝ思����ôÞÿ���リ�ン�ンフラ�何ã行
政用語ÝÌÛ頻出Î�専門用語ã説明ä省ÀÐÛ¹ÔÕÂóÎ�
�マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プ�
事業計画書冒佦à�世传谷区ãôÞÿã保全�創出à寄与Î�Ôöà�市民自þÁ管畔�畏活用Î�
小規模公有地（マ��ロ��モン%）��共佫管畔Î�制伵（$,ュワ�4".プ）ã創設�目指Î��Ý
明記ÌÔÝ¿ÿÜÎ�地球規模Ü自然資産�考½�際à定着ÌÛ¹���ロ�バル��モン%�Ý¹»
呼称à対Ì�極小 �%Ü·�ÈÝÀþ�マ��ロ…�ÝÌ�共有資産�表Î普通名詞��モン%�（但
Ì�公有地�準公有地à限定Ì�私有地�除外Î�）�欧米諸国ã先行事疘ÝÌÛ定着ÌÛ¹��$
,ュワ�4".プ�制伵�以上�組ô合�ÐÔ÷ãÜÎ�
（意味Î�ÝÈ�ä�区民自þÁ共佫管畔�活用Î�小ÊßôÞÿ�ÙÄ�ÌÄô�ÝßÿóÎ�）
ÔÕÌ�È�÷事業計画書à明記ÌÔÝ¿ÿ��マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プä·ÄóÜ÷�ン
&プ3�示Î÷ãÜ·ØÛ�制伵ã名称ä別伯検佞Î��ÈÝÝÌÔ¹Ý思ØÛ¹óÎ�
��リ�ン
.プ ��ル�
佒団体ãメンバ�佐佝正一氏Á代表�務ö�株式会社"ĵ#�メ2�
ã伬痒商標ÜÎ�大疁ã衣
當俩棄物��ミÝÐÏ�新Ôß素材ÝÌÛ生ó�変�þÐ�（
.プ ��ル）�Òãフ�ル3à似Ô新
素材à対ÌÛ命名Ê�óÌÔ�プラン*�素材ÝÌÛã有用性ä�1俇目ãワ��"ョ.プÜã実験À
þ÷明þÀÜÎ（継続的à経過観察中）�

回佖
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プレゼンテーション前 文書質問・回答

事業名： マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プ
団体名： 世传谷ポ�3ラン4估市文化交畣協会

��リ�ン�ミュニ1��
佒団体ã前代表�現顧問ã涌井史痍氏ã持痓Ü·ÿ�ÀÙ佒団体ã設畞時Àþã目標ÝÎ�社会像
Ü÷·ÿóÎ�1俇目ã"ンポ#�ムÜ÷取ÿ上ÇóÌÔ�畾好ß自然環境ÈÒÁ社会ã礎Ýß�ÈÝ
��改öÛ確便ÌÔ¹Ý思¹óÎ�以上�俈佦à��ÀÿùÎ¹説明�心ÁÆÔ¹Ý思¹óÎ�

事務局

質問

疖痕６俇伵ã選定結果通知àÛ�選定委員会ã意見ÝÌÛ以下ã甮望�¿伝½¹ÔÌóÌÔÁ�佽à
�区民íã分ÀÿùÎÊ�àÙ¹Û�現在óÜã実施状況àÙ¹Û¿教½ÄÕÊ¹�
 疖痕6俇伵選定委員会ã意見（抜粋）¡
世传谷þÌ¹�マ��ロ��モン%�$,ュワ�4".プ�ã取組ô�見出Ì�実現ÌÛ¹ÄÔöàä�畔
俈ù成果�区民à分ÀÿùÎÄ示ÎÈÝÁ必甮Ý考½��一方��マ��ロ��モン%��$,ュワ�4
".プ��äÍö�現時点ÜäóÕ一般的Ýä言½ß¹用語Á多Ä用¹þ�Û¿ÿ�団体Ý区担佒課
ã双方ÁÈãÈÝ�ÌØÀÿ便識Ì�区民íã分ÀÿùÎÊÝ¹»点à÷畦意ÌÛ�具体的ß協佩ã姿
�示ÌÛ¹ÔÕÄý»甮望Î��

回佖

区民ù担佒課Ý共有ÎîÂÈÝÝä�事業ã目的ù意義�成果目標Ü·ØÛ�用語�ÙÀ¹ÈßÎÈ
ÝÜ÷�広Ä普及ÊÐ�ÈÝÜ÷ß¹Ý考½Û¿ÿóÎ�制伵名称ÝÎ�ÈÝà÷固執Ìß¹ÈÝä上述
ãÝ¿ÿÜÎ�
畔俈ù期待Ê��成果ä�実疘�÷ØÛ示ÎÈÝÁ肝甮ÕÝ考½óÎ�ÒãÔö�1俇目Àþ3Ùã*
�プã�モン各々Ü事疘�作�ÈÝ�行ØÛÂóÌÔ�Êþà�リ�
.プ ��ルàÙ¹Ûä�広場í
ãプラン*�設置�共通目標ÝÌÛ¹ÔÕÄÈÝÁ必甮Ü·ÿ�ÒãÔöã具体的活佪計画�組ô畞
ÛÛ¹ÂÔ¹Ý思¹óÎ�

事務局

質問

事業収支予算書ýÿ
�全体àÙ¹Û
一式ãôã記載ù�単価�数疁ã記載ÁßÄ�事務局Ü補助対象経費ÀÞ»À判断ÜÂóÐ��補助
Á決定ÌÔ場合Ü÷�募集甮疃6ペ�#ã補助対象経費Üäß¹場合ù団体ã経常経費��ラ�4
フ�ン2�ン�資金獲佺目的ßÞä�補助ÜÂóÐ�ãÜ�É異承ÄÕÊ¹�
�報償費ã侜�②製作費�③撮影費�④編集制作費ä�謝疞ÜßÄ委託契約Ü��委託當�Üäß¹Ü
Ìü»À�
�使用當�賃借當ã侜�①会場レン*ル當ã4回Á不明ÜÎ�詳細�¿教½ÄÕÊ¹�

回佖

��一式�Ý¹»曖昧ß表現�ÌÛÌóØÔÈÝä申Ì訳ßÄ思¹óÎ�品目ù単価�数疁à不確定甮素
Á多¹Ôö大痛�示Îà畦óÿóÌÔÁ�実際àä規定à違�á正Ì¹使伯�心ÁÆóÎ�
��謝疞�改ö�委託當�ÝÌóÎ（採用Ê�Ô際à修正）
�会場レン*ル當ä�1俇目�2俇目佫様�団体侜Üã企画�運営ãÔöã会合Ü必甮ß÷ãÜÎ�
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